
　

本
書
は
、
農
水
省
の
論
客
で
あ
り
こ
の
ほ
ど
農

業
総
合
研
究
所
の
所
長
に
就
任
し
た
篠
原
孝
氏
が
、

雑
誌
等
に
執
筆
し
た
も
の
を
再
編
集
し
た
も
の
で

あ
る
。
著
者
の
個
人
的
体
験
が
多
く
書
か
れ
て
お

り
、
農
業
を
環
境
、
循
環
と
い
う
視
点
か
ら
多
面

的
に
論
じ
て
い
る
。

　

篠
原
氏
は
、
石
橋
湛
山
が
戦
前
の
日
本
の
帝
国

主
義
的
膨
張
主
義
（
軍
事
大
国
主
義
）

を
批
判
し
「
小
日
本
主
義
」
を
唱
え
た

こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
一
九
八
〇
年

代
半
ば
に
「
農
的
小
日
本
主
義
」
を
提

唱
し
た
。
当
時
の
日
本
は「
経
済
大
国
」

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
１
」

と
浮
か
れ
て
お
り
、
財
界
に
よ
る
農
政
批
判
が
吹

き
荒
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
日
本
の
農
政
も
農
業

基
本
法
以
降
の
農
業
近
代
化
路
線
に
沿
っ
て
規
模

拡
大
、
低
コ
ス
ト
化
を
追
求
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
中
で
は
「
農
的
小
日
本
主
義
」
の
主
張
は
異
端

と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
や
地
球
環
境
問

題
の
出
現
に
よ
り
時
代
は
大
き
く
転
換
す
る
。
新

農
業
基
本
法
で
は
農
業
の
自
然
循
環
機
能
の
発
揮

が
掲
げ
ら
れ
、
本
年
五
月
に
は
「
循
環
型
社
会
形

成
推
進
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
篠
原
氏
の
主

張
が
よ
う
や
く
政
策
の
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

い
え
よ
う
。

　

本
書
の
各
章
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
第
一
章

「『
食
料
小
国
』
の
貿
易
依
存
と
自
給
」
で
は
、
自

由
貿
易
の
歴
史
を
海
洋
自
由
の
原
則
と
の
関
係
で

論
じ
、
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
法
論
争
と
日
本
の
農
産

物
貿
易
自
由
化
論
争
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
お
り
、

広
い
視
野
か
ら
食
料
輸
入
大
国
日
本
の
弱
み
と
歪

み
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
章
「
環
境
保
全
型
農

業
へ
の
潮
流
」
で
は
、
環
境
に
シ
フ
ト
し
は
じ
め

た
欧
米
の
農
業
の
潮
流
を
紹
介
し
、
環
境
保
全
型

農
業
こ
そ
日
本
農
業
の
進
む
べ
き
道
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
。
な
お
、「
環
境
保
全
型
農
業
」
と
い

う
言
葉
は
「
有
機
農
業
」
に
代
わ
っ
て
現
在
日
本

で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
篠
原
氏
が
一
九
八
二

年
に
著
書
『
飽
食
の
か
げ
の
星
条
旗
』
の
中
で
、

資
源
収
奪
型
農
業
に
対
す
る
意
味
で
使
っ
た
の
が

最
初
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
第
三
章
「
農
山

漁
村
の
原
風
景
と
可
能
性
」
で
は
、
自
ら
の
体
験

を
語
り
な
が
ら
、
高
齢
者
問
題
、
環
境
問
題
の
深

刻
化
の
な
か
で
、
農
村
地
域
社
会
こ
そ
が
日
本
の

進
む
べ
き
途
を
示
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。

第
四
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
村
の
包
容
力
」
で
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
代
表
部
に
勤
務
し
た
時
の
フ
ラ
ン
ス
で

の
経
験
を
主
に
書
い
て
お
り
、
ワ
イ
ン
、
ブ
ロ
ー

ニ
ュ
の
森
、
農
家
民
宿
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

等
、
欧
州
の
農
村
の
魅
力
を
語
っ
て
い
る
。
看
板

だ
ら
け
の
日
本
の
農
村
風
景
と
異
な
っ
て
欧
州
の

農
村
が
美
し
い
の
は
、
こ
う
し
た
景
観
を
維
持
し

よ
う
と
す
る
意
識
的
努
力
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
第
五
章
「
農
的
循
環
社
会

へ
の
道
」
で
は
、
二
一
世
紀
の
世
界
の
課
題
は
、

①
環
境
、
②
人
口
、
③
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
農
業
と
密
接
に
関
わ
っ

て
く
る
問
題
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
現
代
日
本
の

課
題
で
あ
る
①
ゴ
ミ
問
題
、
②
過
疎
・
過
密
、
③

高
齢
社
会
、
④
地
域
社
会
の
崩
壊
、
の
解
決
の
た

め
に
も
農
業
・
農
村
が
不
可
欠
で
あ
る

と
し
、「
工
的
大
日
本
」
か
ら
「
農

的
・
環
的
日
本
」
へ
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
問

題
は
こ
う
し
た
社
会
を
構
築
す
る
た
め

今
後
日
本
で
具
体
的
に
ど
う
す
る
か
で
あ
ろ
う
。

農
業
政
策
に
関
し
て
言
え
ば
、
新
基
本
法
は
で
き

た
も
の
の
、
基
本
法
だ
け
で
は
駄
目
で
あ
り
、
農

業
財
政
の
再
編
、
環
境
に
配
慮
し
た
土
地
利
用
計

画
の
再
構
築
、
土
地
改
良
事
業
の
見
直
し
、
有
機

農
業
へ
の
支
援
等
が
必
要
で
あ
ろ
う
。こ
う
し
た

具
体
的
な
政
策
な
し
に
「
農
的
循
環
社
会
」
は
実

現
で
き
ず
、
そ
の
点
か
ら
も
欧
州
か
ら
ま
だ
学
ぶ

べ
き
こ
と
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

（
二
〇
〇
〇
年
八
月
、三
二
二
頁
、二
、〇
〇
〇
円
）

（
清
水
徹
朗
）
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